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だれもが 安心して
快適に 住 める

ま ちづくり を
めざして

平成6 年 度予算( 案) まとまる

平 成6 年度の区の予算案がまとまりま
した。総額は2, 984 億円余。こ のう ち、 餃
会計は2, 189億円 余り で、前年に比べ0. 3%
減と なっています。これは、昭 和31年

以来、38年ぶり のマイ ナス予算で す。予

算案は、「 総合的な まち づくり 」「地域保健
福祉」「コミ ュニティの形成と 生涯学 習」
「緊急課題への対応」の 推進を 基本的な
考え方とし てまとめ まし た。こ の予算案
の主な内容をお 知らせし ます。なお、こ
の予算( 案) は、3月開 催の第1 回区議会定

例会で審 議され ます。

3 月5 日号 主な内容

平成6 年度
予算( 案) の あら まし

( 1)( 3)( 4)( 5) 面

お知らせ・健康ほか ( 2)面

くらしの情報 ( 6)( 7)面

情報コーナー ( 8)面

平成6 年度足立区予算( 案) 概要

「
と
き
め
き
」と

「
ゆ
と
り
」あ
ふ
れ
る

足
立
区
の
実
現
を

昭
和
6
1年
1
2月
か
ら
始
ま
っ
た
平
成

景
気
も
バ
ブ
ル
の
嗣
壊
で
終
わ
り
、
国

内
景
気
は
消
費
の
低
迷
、
設
備
投
資
意

欲
の
停
滞
に
加
え
、
円
高
の
急
激
な
進

行
に
よ
り
底
ぱ
い
を
続
け
て
い
ま
す
。

国
は
数
度
の
経
済
対
策
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
雇
用
調
整
の
兆
し
も
現
れ
る
な

ど
景
気
の
低
迷
は
よ
り
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。

政
府
は
、
平
成
6
年
度
の
経
済
見
通

し
に
つ
い
て
「
早
い
時
期
に
本
格
的
な

景
気
回
復
軌
遼
に
乗
る
」と
想
定
し
て
、

実
質
経
済
成
長
率
を
2
.
4
%に設
定
し
て

い
ま
す
。
平
成
6
年
度
の
国
の
一
般
会

計
予
算
は
、
対
前
年
度
比
口
%
増
の
緊

絽
型
で
す
が
、
順
調
な
住
宅
建
設
の
伸

び
や
政
府
経
済
対
策
の
波
及
幼
旡
に
よ

っ
て
、
蛍
気
が
好
転
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
京
乱
で
は
、
都
税
収
入
の
人
幅
な

落
ち
込
み
に
よ
り
、
一
般
会
計
予
算
は
6

兆
8
千
3
5
0億円
で
前
年
度
に
比
べ
2
.
5
%

の
減
と
な
り
、
2
年
連
続
の
マ
イ
ナ

ス
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

当
区
を
取
○
巻
く
財
政
環
境
は
一
段

と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
6

年
度
は
第
3
次
梏
本
計
画
の
初
年
度

で
あ
り
ま
す
。
財
政
の
中
期
的
視
点
を

保
ち
な
が
ら
、
こ
れ
ら
計
画
事
業
の
推

進
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
計
画
的
に

積
み
立
て
た
各
種
基
金
を
活
用
し
て
年

間
総
臼
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
区
の
重
点
・
課

。
題
で
あ
る
(
1
)
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
(

2
)
地
域
保
健
福
祉
の
推
進
(
3
)
コ
ミ
ユ

ニ
テ
ィ
形
成
と
生
汪
学
習
推
進

士・祁

区
制
度
改
革
推
進
1

を
4
本
の
柱
と

し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
日
的
課
題
で
あ
る
地
球
に

や
さ
し
い
躙
境
づ
く
り
と
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
、
国
際
化
・
情
報
化
へ
の
対
応
、

緊
急・課
題
で
あ
る
エ
イ
ズ
の
拡
人
防

止
、
千
佳
庁
心‥跡
利
用
対
策
な
ど
の
施

策
に
も
黽
点
的
・
効
率
的
に
財
源
を
配

分
し
編
成
い
た
し
ま
し
た
ど
の
結
果
、

実
施
計
画
の
1
0
1事業
中
9
9事
業
を
予
算

化
し
、
予
算
化
率
9
8
%と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
拡
大
な
ど
新
規
・
拡
充
事
業

は
7
0事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
の
規
模
は
、
。般
会
計
が
2
f
1
8
9

億
3
千
5
0
0
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
凵

貼
の
減
で
、
昭
和
3
1年
以
来
3
8印
ぶ
り

の
マ
イ
ナ
ス
沂
算
と
な
り
ま
し
た
。

肖
区
は
、
昭
和
5
6年
以
降
行
政
改

革
を
継
続
し
て
体
質
改
善
・
強
化
を
図

り
、
健
全
な
財
政
を
維
持
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
引
く
限
気
低

迷
と
予
想
を
上
回
る
国
お
よ
び
鄒
の
人

幅
な
税
収
減
を
深
刻
に
受
け
止
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
と
も
各
種
の
財
政
指
標
の
動
向

に
留
意
し
、
効
率
性
を
確
保
し
な
が
ら

「
と
き
め
き
、
ゆ
と
り
」
あ
ふ
れ
る
足

立
X
の
実
現
を
見
据
え
た
行
財
政
の
展

開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
財
政
環
境
が
大
変
厳
し

い
申
で
の
編
成
と
な
り
ま
し
た
が
、
区

政
の
直
面
す
る
課
題
に
的
確
に
取
り
糾

み
、
第
3
次
基
本
計
画
の
着
于
に
ふ
さ

わ
し
い
予
算
編
成
が
で
き
た
と
庠
卮
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
区
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
で
「
佳

ん
で
よ
か
っ
た
と
い
え
る
足
立
区
」
を

目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。区

長
　古
性
直
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公社の情報が
まとまってお手元に
4 月から「公社あだち」を1
日と20日に発行します

い
ま
ま
で
各
公
社
で
発
行
し
て
い

た
、「
A
ダ
ッ
シ
ュ
」、「
シ
ー
ス
」
な
ど

の
情
報
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
、
4
月

か
ら
「
公
社
あ
だ
ち
」
と
し
て
、
月
2

回
発
行
し
ま
す
。

発
行
日
は
1
日
と
2
0日
。
1
日
号
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社

の
「
A
ダ
ッ
シ
ュ
」に
掲
載
し
て
い
た
ス

ポ
ー
ツ
・
講
座
・
サ
ー
ク
ル
活
動
の
哂

報
に
、
教
育
振
興
公
社
等
の
生
涯
学
習

倩
報
を
プ
ラ
ス
し
て
、
毎
月
1
日
に
新

聞
折
り
込
み
で
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
2
0

日
号
で
は
、
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
「
シ
し
ス
」で
提
供
し
て
き
た
商
店

街
の
話
題
に
、
水
と
緑
の
公
社
、
ま
ち

づ
く
り
公
社
、
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
あ
い
あ
い
公
社
、
国
際
親
善

協
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
情
報
を
セ

ッ
ト
で
掲
載
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
各
戸
配
付
で
お
届
け
し
ま
す
。

問
先
l
▽
1
日
号
:
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
・
広
報
営
業
課

(
5
6
8
6
)
2
5
0
0

▽
習

号

・
:都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
・
第
一
事
業

課

　
(
5
2
4
4
)
7
3
7
3

「あ
だ
ち
広
報
」の
発
行
日
が
1
0

日
と
2
5日
に
変
わ
り
ま
す

「
公
社
あ
だ
ち
」の
発
行
に
伴
い
、4

月
か
ら
、「
あ
だ
ち
広
報
」の
発
行
日

も
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、5
日
・
1
5

日
・
2
5日
と
、
毎
月
3
回
発
行
し
て

き
た
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
の
広
報
紙
は
、
扣

日
と
2
5日
の
月
2
回
の
発
行
に
。
配
付

は
い
ず
れ
も
新
聞
折
り
込
み
で
す
。

ま
た
、
毎
月
1
日
に
各
戸
配
付
し
て

い
る
、
冊
子
ス
タ
イ
ル
の
広
報
紙
「
あ

だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
は
、こ
れ

ま
で
通
り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

お
届
け
し
ま
す
。

問
先
1
千
住
本
庁

壽
・
広
報
課

(
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

3
月
1
0日
は

東
京
都
平
和
の
日

先
の
戦
災
で
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の

ご
冥
福
(
め
い
ふ
く
)
と
、

世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
し

て
、3
月
1
0日
、午
後
1
時
、

黙
と
う
を
行
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

Λ
千
住
本
庁
舎
・
総
務
課
▽

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題
(
3
)

東
京
に
は
、
た
く
さ
ん
の
企
業
や

事
業
所
が
あ
り
、
そ
れ
だ
け
就
職
の

機
会
も
多
い
と
言
え
ま
す
。こ
れ
ら

の
職
場
に
は
全
国
か
ら
人
び
と
が
集

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
東
京
で
、
昭
和
5
0年
に
全
国

の
同
和
地
区
の
新
旧
地
名
等
を
記
載

し
た
図
書
の
存
在
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
図
書
が
発
行
さ
れ
る

こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
助
長

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
企
業

向
け
に
発
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
就

職
、
昇
進
等
の
差
別
に
つ
な
が
る
問

題
で
す
。

図
書
の
発
行
は
も
と
よ
り
、
一
部

の
企
業
が
こ
れ
を
購
入
し
た
事
実

は
、
同
和
地
区
住
民
の
就
職
へ
の
希

望
と
、
基
本
的
人
権
を
踏
み
に
じ
る

も
の
で
、
企
業
の
社
会
的
再
任
を
考

え
る
と
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
す
。

政
府
は
、こ
の
事
件
を
基
本
的
人

権
に
か
か
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
る

と
し
、
法
務
省
が
調
査
に
あ
た
る
と

と
も
に
、
各
省
事
務
次
官
連
名
で
、

都
道
府
県
知
事
あ
て
に
啓
発
の
強
化

を
、
企
業
に
対
し
て
は
指
導
、
啓
発

を
要
請
し
ま
し
た
。
こ
の
他
、
経
済

団
体
に
も
そ
の
社
会
的
責
任
を
強
く

要
請
し
て
い
ま
す
。

東
京
で
は
、
各
企
業
に
要
請
譫
を

出
す
一
方
、企
業
指
導
の
強
化
、同
和

問
題
の
啓
発
を
進
め
ま
し
た
。ま
た
、

図
書
購
入
企
業
に
は
、厳
し
い
指
導
、

研
修
が
あ
っ
た
の
は
当
然
で
す
。

こ
う
し
た
差
別
事
件
を
再
び
引
き

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
行
政
は
常
に

啓
発
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

同
時
に
区
民
の
皆
さ
ん
も
、
差
別
意

識
に
つ
い
て
心
の
点
検
が
必
要
で

す
。人

び
と
の
心
に
内
在
す
る
、
あ
ら

ゆ
る
差
別
観
念
を
取
り
除
く
と
と
も

に
、
社
会
の
仕
組
み
か
ら
差
別
を
消

し
去
る
こ
と
こ
そ
、
民
主
主
義
社
会

に
お
け
る
第
一
の
命
題
な
の
で
す
。

○
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
千
住
本
庁
舎
・
同
和
対
策
担

当
へ
。

北
千
住
CI
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「千
住
の
景
観
を
考
え
る
」

千
住
地
区
の
生
活
副
都
心
化
と
地
域

経
済
活
性
化
な
ど
を
目
指
し
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
閧
催
し
ま
す
。

□
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
基
調
講
演
・
ス
ーフ

イ
ド
上
映

湎
史
的
遺
産
を
数
多
く
残
す
千
住

と
こ
れ
か
ら
の
千
住
の
あ
り
方
」を
景

観
な
ど
の
視
点
て
探
り
ま
す
。日
時

1
3
月
1
3
日
百
)
、午
後
1
時
～
4
時

場
所
=
ウ
ィ
ズ
サ
ロ
ン
(
北
千
住
ル
ミ

ネ
7
階
)

講
演
者
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
上
尸
沼
幸
市
氏
(
早
稲
田
大
学
教

授
)

パ
ネ
リ
ス
ト
ー
大
野
順
子
氏
(
デ

ザ
イ
ナ
古

、田
巾
義
三
氏
(
都
建
築
工

事
紛
争
審
査
会
会
長
代
理
)
、内
藤
峯
夫

氏
(
弥
生
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専

門
学
校
校
長
)
、増
田
晋
氏
(
弁
護
古

、

横
山
佐
吉
氏
(
横
山
冢
当
主
)

□
パ
ネ
ル
展
示

足
立
6
0
景
、千
住
宿
、千
庄
大
橋
、

彫
刻
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。日
時
=

3
月
1
2
・
1
3
日
、午
前
1
0
時
3
0
分
～
午

浚
4
時

場
所
=
ウ
ィ
ズ
サ
ロ
ン

問

先
=
千
住
本
庁
舎
・
都
市
計
画
課
計
画

調
整
第
二
係

(
3
8
8
2
T
1
1
1
㈹

千住宿復元模型(
郷土博物館所蔵)

第
5
回

あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り

ト
ラ
ス
ト
講
演
会

今
回
の
講
演
会
で
は
、
「各
都
市
の
ト

ラ
ス
ト
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方
」に

つ
い
て
、各
地
区
の
代
表
者
の
方
に
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。日
時
=
3
月

1
2
日
(
土
)
、午
後
2
時
～
4
時
3
0
分

場
所
=
ウ
ィ
ズ
サ
ロ
ン
(
北
千
住
ル
ミ

ネ
7
階
)

内
容
=
▽
基
調
講
演
・
:西

村
幸
夫
(
東
京
大
学
助
教
授
)

▽
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▽
ト
ラ
ス

ト
相
談
所
開
設

▽
ト
ラ
ス
ト
パ
ネ
ル

展
示

問
先
=
ま
ち
づ
く
り
公
社

(
3
6
0
4
)
7
7
6
2

保

健

ガ

イ

ド

消化器系がん検診(胃がん・大腸がん)

が さらに受診しやすくなります

4 月から受診料無料/ 受診者枠も大幅拡大

検
診
日
・
場
所
=
表
―
の

と
お
り

対
象
=
篇
3
5歳

以
上
の
区
民

申
込
=
晋

通
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

ラ
リ
ガ
ナ
)
、
性
別
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
、
検
診
日
・
場
所
(
第
3
希
望

ま
で
)
、消
化
器
系
が
ん
検
診
希
望
と
明

記

※
な
お
、
第
3
希
望
に
は
必
ず
中

央
本
町
保
健
相
談
所
ま
た
は
足
立
保
健

所
の
日
程
を
選
ん
で
ご
記
入
く
だ
さ

い
。
受
診
票
は
、
検
診
月
の
前
月
末
ま

で
に
送
付
し
ま
す
。

期
限
=
4
月
に

受
診
を
希
望
す
る
方
は
3
月
2
0日
。5

・
6
月
に
受
診
を
希
望
す
る
方
は
受
診

希
望
月
の
前
月
2
0日

申
・
問
先
i
千

佳
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

〒
1
2
0
千
庄
1
-
4
-
1
8

(
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

表1 消化器系がん検診日程

爿丿検 診 は すぺ て 午 前 中 で す 。 胃 の 手 碕 を 受 け た 万 、 冐 の 病 気 で 冶 療 中 の 万 、 妊娠 し てい る と 忠 わ れ る　

方 、 過 去1 年 以 内 に 検 診 を 受 け た 方 は 受 診 で き ま せ ん 。 ご 注 意< だ さ い

▽
精
神
保
健
区
民
講
座
△

「隣
人
と
し
て
の
私
た
ち
の
声
を
聞
い
て
」

心
の
祠
を
持
ち
な
が
ら
、
地
域
で
生

活
し
て
い
る
人
た
ち
ゃ
そ
の
家
族
の
、

体
験
談
、
思
い
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ

ん
か
。
精
神
保
健
や
障
害
者
の
生
活
に

関
心
の
あ
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

日
時
=
3

月
2
4日
(

木
)
、
午
後
2
時
I
4
時

対
象
ふ
心

内
在
住
・
在
勤
の
方

内
容
a
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
当
事
者
や
家
族
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
発
言
し
、
そ
の
後
フ
リ

I
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

講
師
a
小
坂

功
氏
(
全
国
哨
神
障
害
者
団
体
連
合
会

代
表
)
、矢
吹
正
紀
氏
(
足
立
区
精
神
璋

害
者
家
族
会
会
長
)
、大
杉
章
友
氏
(
東

京
都
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
職
員
)
、作
業

訓
練
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

費

用
=
無
料

定
員
=
5
0人

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
足
立
作
業
訓
練

所

　
(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

思

春

期
保
健
講
演
会

不
登
气
閉
じ
こ
も
り
な
ど
を
I
緒

に
考
え
ま
せ
ん
か
。日
時
=
3
月
1
4

日
(
月
)
、午
前
1
0
時
～
正
午
内
容
9

思
存
期
の
問
題
と
親
の
役
割
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク

講
師
=
斉
藤
広
生
氏
又

内
訶
院
医
師
)

申
込
=
電
話

塲
・

申
・
問
先
=
江
北
保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

精
神
保
健
講
習
会

精
神
障
害
者
と

と
も
に
生
き
る

た
め
に

日
時
=
3
月
1
7日
宋
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

内
容
=
く
す
り
の
話

講
師
り
白
石
弘
巳
氏
(
埼
玉
県
立
精
神

保
健
総
乙
-セ
ン
タ
ー
医
長
)

定
員
=
6
0

人
(
先
答
順
)

申
込
‖
電
話

塲
・

申
・
問
先
=
千
住
保
健
所
・
保
健
予
防

課

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

資
格
・
余
暇
を

生
か
し
ま
せ
ん
か

パ
ー
ト
保
健
婦

・
看
護
婦
募
集

申
込
資
格
=
保
健
婦
・
看
護
婦
の
資
格

を
持
つ
方

勤
務
内
容
=
保
健
所
・
保

健
相
談
所
で
の
健
康
診
査
等
の
業
務
に

従
事

※
勤
務
日
時
、
報
酬
等
く
わ
し

く
は
動
務
を
希
望
す
る
各
保
健
所
・
保

腟
相
談
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
表
2
の
保
健
所
・
保
健
相

談
所
・
保
健
指
導
担
当

表2 保健所等一覧

(Ξ ) 3月フ日まで春の火災予防運動。「広げよう 地域ぐるみの 火の用心」ぐ干住一足立・西新井消防冐
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平 成6 年 度 の

主 な新 規 事 業
∵
個
人
情
報
保
護
制
度
の
浬
営

旧
万
円

フ
耻
立
区
災
害
弱
者
防
災
行
動
マ
ニ
　

ュ
ア
ル
の
作
成
6
0
0

万
円

一
防
災
シ
ス
テ
ム
闃
兒
委
託2

遐
頂
万
円

匸
戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発

1
億
1
千
9
7
8
万
円

∵
ベ
ル
モ
ン
ト
巾
と
の
姉
妹
都
市
扼
　

携
1
0周
年
記
念
事
業
1

工
W

茵

▽
高
齢
者
委
託
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
　

派
遣
1

千
一匹
J万
円

∵
心
身
障
害
者
一
児
)
委
託
ホ
ー
ム
　

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
1

千
2
7
0
万
円

ソ
障
害
者
保
護
嚠
用
事
業
6
2
2
万
円

ワ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
育
成
3
3
2万
円

▽
「
足
立
あ
か
し
あ
園
」
新
設
に
伴
　

う
経
費
4

千
7
9
0万円

∵
精
神
障
害
考
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
李
　

業
の
助
成
1

千
9
4万
円

▽
訪
問
看
護
事
業
5
8
9

万
円

▽
公
園
時
計
の
設
置
1

千
1
7
5万円

∵
冷
蔵
堕
の
フ
ロ
ン
回
収

捏
万
円

∵
サ
イ
ン
の
整
備
1

予
知
万
円

∵
住
宅
対
簾
昼
金
磧
ひ
金

―
厄
2
3
0万円

∵
千
寿
桜
小
学
校
の
地
域
開
放

1
千
陶
万
円

▽
千
住
大
橋
架
橋
伽
年
記
念
事
業1

5
5
万
円

▽
組
曲「
わ
が
街
に
」の
詩
及
・
推
進

哂
り
円

公
社
等
を
通
じ
て
行
う
主
な
事
業

Λ
足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
公
社
▽

□
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
充
実

8
千
喟
万
円

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ィ
ベ
ン
ト
と
し
て
シ
ャ
ー
プ
ス
&
フ

ラ
ッ
ツ
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
、
松
山

バ
レ
エ
団
の
公
演
、ア
ル
フ
レ
ッ
ド
ー
(

ウ
ゼ
戻
団
と
菅
原
岸

。に
よ
る
コ
ン
チ

ネ
ン
タ
ル
タ
ン
ゴ
な
ど
を
行
い
ま
す

。

そ
の
後
も
、
宮
内
庁
雅
楽
、
松
竹
人
歌

舞
伎
な
ど
楽
し
い
催
し
を
企
画
し
て
い

ま
す
。

□
各
種
講
座
等
の
充
実

了
干
8
9
3万円

外
国
語
講
座
や
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
健

康
・
体
力
づ
く
り
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の

敦
室
、
趣
味
・
教
養
の
教
室
な
ど
た
く

さ
ん
の
講
座
を
4
1意
し
て
い
ま
す
。

八
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社
▽

□
民
地
に
よ
る
快
適
環
境
整
備
へ
の
　

援
助
5

干
即
万
円

快
適
環
境
の
創
造
の
た
め
、
自
主
管

理
広
場
・
歩
道
な
ど
を
提
供
し
て
い
る

協
力
者
に
対
し
て
、
そ
の
整
備
費
の

。

部
を
援
助
し
ま
す
。

□
プ
チ
テ
ラ
ス
の
設
置
事
業6

干
猖
万
円

ま
ち
の
中
に
ゆ

と
り
あ
る
空
間
を

つ
く
る
こ
と
に
よ

り
、
都
市
緑
化
の
推
進
、
都
市
景
観
の

演
出
、
安
全
の
向
上
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

空
間
な
ど
の
機
能
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

・
彫
刻
の
設
置
事
業
4

干
枷
万
円

彫
刻
の
あ
る
ま
ち
の
褫
観
を
整
備

し
、
快
適
で
心
ふ
れ
あ
う
美
し
い
ま
ち

の
形
成
を
図
り
ま
す
。

Λ
足
立
あ
い
あ
い
公
社
▽

□
家
事
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
3
6
2
万
円

あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス
の
輪
を
一
層
広

げ
ま
す
。

□
宅
配
給
食
サ
ー
ビ
ス
5

干
1
9
3
万
円

自
立
生
活
を
手
助
け
す
る
た
め
、
高

齢
者
に
有
料
で
昼
食
を
宅
配
し
ま
す

。

□
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
講
習2

5
5万円

3
級
2

回
、
2

級
2

回

□
資
産
活
用
サ
ー
ビ
ス
7
5

万
円

高
齢
者
が
居
住
し
て
い
る
土
地
を
担

保
に
、在
宅
生
活
資
金
を
融
資
し
ま
す

。

Λ
足
立
区
水
と
緑
の
公
社
▽

□
親
水
施
設
な
ど
の
保
全
事
業

3
億
6
1
1万
円

安
全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
観
水
施

設
を
保
ち
ご
つ
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
を

つ
く
り
ま
す

。

□
自
然
保
護
・
緑
化
推
進
事
業

1
億
4

干
8
6
5万
円

生
物
咫
の
運
営
や
苗
木
配
布
な
ど
、

緑
や
自
然
の
回
復
を
図
り

、
生
活
を
鬯

か
に
し
ま
す

。

争
環
境
保
全
調
査
・
普
及
事
業

4
干
3
0
7万
円

環
境
フ
ェ
ア

、
く
ら
し
の
モ
ニ
タ
ー

な
ど
、
環
境
問
題
を
区
民
と
と
も
に
考

え
ま
す

。

Λ
足
立
区
国
際
親
善
協
会
V

□
姉
妹
都
市
提
携
1
0周
年
記
念
事
業
　

2
干
3
6
4万
円

足
立
区
と
酋
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
ベ

ル
モ
ン
ド
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
1
0
円

年
を
記
念
し

、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
市
民

便
節
団
の
相
屁
訪
問
等
、
磚
棚
の
記
訟

事
業
を
行
い
ま
す
。

□
協
会
独
自
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
お
よ
び
組
織

化
、
在
住
外
国
人
向
け
の
日
本
文
化
講

咀
の
実
施
。
海
外
疲
術
者
研
修
協
右

啝

京
研
修
セ
ン
タ
ー
・
研
修
生
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
受
け
入
れ
等
、X
民
レ
ベ
ル
の

国
際
化
を
推
進
し
ま
す
。

Λ
足
立
区
教
育
振
興
公
社
▽

□
こ
ど
も
科
字
綰
の
運
営
一
、自
主
事

業
を
含
む
)
1

億
1
干
5
7
2万円

科
学
展
示
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど

楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
科
学
館
の
週
営

を
行
い
ま
す
。

□
生
涯
学
習
の
推
進
一自
主
事
軣8

8
5
万
円

あ
だ
ち
区
民
人
学
講
座
や
生
畦
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
、
学
習
グ
ル

ー
プ
の
助
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

Λ
足
立
区
勤
労
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
▽

◆
区
か
ら
の
受
託
事
業
4

干
9
4
0
万
円

内
職
の
あ
っ
せ
ん
・
相
談
、技
能
修
縣

援
助
事
業
、会
館
の
管
理
な
ど
を
行
い

ま
す
。

□
余
暇
に
か
か
わ
る
事
業
(
自
主
事
　

業
)
1

億
4
千
万
7
4
6万円

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
は
じ

め
、
ふ
る
さ
と
体
験
事
業
。
自
こ
さ
発

の
た
め
の
講
座
や
講
習
会
、
禾
婚
の
男

女
の
ふ
れ
あ
い
事
業
な
ど
を
行
い
、
中

小
企
業
に
働
く
皆
さ
ん
の
余
暇
を
応
援

し
ま
す
。

□
生
活
安
定
・
健
康
維
持
増
進
事
業

(自
主
事
業
ヽ
1

億
6
干
5
8万
円

会
員
(
巾
小
企
業
勤
労
者
)
を
対
象

に
し
た
慶
弔
給
付
金
、生
活
資
金
融
汽

個
人
年
金
制
度
の
提
供
、人
問
ド
ッ
ク
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
利
明
補
助
を
げ

い
、
勤
労
お
の
臨
利
厚
七
事
業
を
進
め

ま
す
。

Λ
㈱
足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
▽

□
区
か
ら
の
受
託
事
業
4

干
扠
万
円

商
店
街
の
活
性
化
・
ま
ち
づ
く
り
に

闃
す
る
事
業
、
産
業
倩
報
の
収
集
・
提

供
弔
業
を
に
い
ま
す
『

□
会
社
独
自
事
葉

商
店
街
駐
車
場
開
設
・
運
ま
事
气
企

業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
開
発
事
業
、宣
伝
広

告
・
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
吁
い
ま
す
。

今年、オーストラリアのベルモンド市との姉妹都市提携10周年を迎えます
・写真: べ儿モント公園)

昨 年 オープ ン し た
千 住宿 歴 史プ チ テ ラ ス

平成6 年度一般会計当初予算( 案) の内容

財 源別 歳入 予算 額
歳入に占める特別区税の創合21. 6%

目 的別 歳出 予算 額

トップは民生費30. 5%

性質 別歳 出予 算額
人件費などの義務的経費39. 1%

◎ と き めき ゆとり 水辺 のまち 足立
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予算案の主な事業 緊
急
課
題
へ
の
対
応

個人情報保護制度の運営 178万円

すでに実施している「足立区電子計算組織
に係る個人燐報の保霞に関する条例」をさら
に。允・発展させ運営していきます。
対象情報一区および民間事業者が保有するす

べての昭人情報

中小企業 一 般融資 14億5908万円

中小企彗 般融資の返済期間を延長し、融
資制度の拡充をはかります。
運転資金 - 3 年6ヵ月を4年に延期 設備資金
・大型店対策資金 - 5 年6ヵ月を6年に延期

冷蔵庫フロンの回収 452万円

オゾン ● を硬駲するフロンの大気中への放
出を防ぐためにフロンを回収・再利用してい
きます。麌柬処愚1されたー からお傴とし
て便われていん翦2 フロン12を回収する。
年間回収見込一冷命同1約?｡6{ x}台分｡重韮にし
て2f n19 回収後一再生処埋設､カーエアコン
用として再利用

環境問題にも取り
組んでいきます

平
成
6
年

度
中
に

開
設
す
る
主
な
施
設

( 1)所在地 ( 2)規模 ( 3) 主な施設 ( 4)開設時期

● ( 仮称) 足立区総合ボランテ ィア
センター｢ 日の出｣
①日ノ出町27( 2) 延床面積7{刄㎡

⑤ボランティアセンター・足立市
衡地開発S( l ) 平成6 年4 月予定

● ( 仮称) 高齢者在宅サービス
センター｢ 日の出｣

①日ノ出町27 ②延床面積77344

垪' ③デイサービス、給食サービ
ス、入浴サービス、機胄膸||綴ほか
④平成6 年4 月予定

● ( 仮称) まちづくり工房館
①・ 京 韮- 21( Z 歐 箭コンクりー
ト造/ 地卜2 賭/ 匙nf ci Er i f c f f i ooe

㎡, - - 10 戸Q 疉S・ 室1 靈/
駐車● 7 台@ 平嵎6 年4 月予定

● 古隅田川親水水路
①東和1- 8～葛飾区亀有5-
12先②延長9888m/輟員7, 4～
123m/ 面積10, 349㎡ ④平武7
年3 月予定

● 神領堀親水緑道
①舎人5- 9～舎人6- 6先②

延長5257n/ i 輻員40～15, 01/
R762( 〕膺' ④平成7 年3 月予定

● ( 仮称)愛恵まちづくり
記念館

①関原1- 21 ②木造2 階建/ 延
床面積423､48 愆l ③イベントルー
ム/ まちつくり資料館/ 会議室

( 1)平成6年4月予定

完
成
間
近
の
(
仮
称
)
愛
恵
ま
ち
づ
く
り
記
念
館

● 神明水の森公園・平成泉橋

①神明3- 13- 12 ②公園面積1, 397､57' ( l )
池/ 地下河川浄化施

設( 生物ろ過…処理能力06t /
分) / 垳川の水を浄化し、公園・
池で利用( l ) 平臑6 年10 月予定

川の浄化施設にもなる平成泉橋

● 千寿桜小学校

①千住桜木1- 8- 15 ②鉄筋コ
ンクリート造( 部PC 造) / 地
下1 階/ 地上5 階/ 延床面積8752642m'

③普通教室/ 特別教
室/ 多目的ホール/ 学習室/ 体育
館/ クラブハウス/ 椡上プール
④平成6 年4 月予定

総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
施
策
の
展
開

ごみ減量・リサイクル推進制度の促進
255万円

リサイクル都市足立を目指して、自主的な
リサイクル活動に積極的に取り組んでいるお

店を「ごみ減量・リサイクル推進辺 ゛Rのお

店｡」として認定し、その活動を支援していき

ます。
認定予定数- 100 店舗 内容- あだち広報等
で区民に公表/ パンフレット等でお店を紹介/
認定書・看板等を配布などご み 減量

・

リサイクルに力を入れていきます
住宅対策基金積立金 1 億230万円

鳳気低迷の中、住宅政策を安定的、a 犹的

なものとするために、住宅基金を設立し、佃
人住宅・民間集角件宅・区営住宅の老朽化等
による建て鰆え、昿諡等を支援する資金の積
み立てをしていきます。

安心して快適に住めるまちづくりをめざします

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と

生
涯
学
習
推
進
施
策
の
展
開

千寿桜小学校の地域開放 1751万円

千寿袒小学校｢゛1こ 般闃辰学習窒と多目的ホールを設
置します。 般黯放学賢察は児童や子供に闃する図書や
視聴覚資料をおき、学習の場として地紋に提眞します。
また多目的ホールは、生睡学習・地域学習等の場として
閲放していきます。
所在地一千住梭フKl―8―15 開放時間一図書室… 午前9

時一一午後g晦/ 多目的ホール…授業のある日 午後S珎30
分～午後9時3〔吩、授業のない日

午前9時～午後9時30分使用料 一

図書窒…無料/ 多目的ホール… 有
料

千住大橋架橋400年記念事業

155万円

隅田川に最初に架けられた橋
で、東北地方と江戸を結ぶ要衝だ
った千住大橋。架けられてから今

年でちょうど4(刄年たちます｡それ
を記念し各種事菓を行います。
事業内容一足立風土記講座、足立
亂十記パネル展ほか

生きがい奨励金の支給

2 億8574万円

所辱制限を撤廃し、対象の方全

員に支給し ます。

地域保健福祉施策の展開
高齢者・心身障害者( 児)
委託ホームヘルパーの派遣 2, 539万円

身体上または精神上の障害があって、日常
生活を送るのに､支障がある高齢者の家庭と、
重度の､Gヽ身障害のため独立して日常生活を送
るのに支障のある心身障害者( 児) を抱えて
いる家庭に対し、社会福糀協巌会委託ホーム
ヘルパーを派遣して、日常生活の援助をして
いきます。

委託ホームヘルパー数- 10人派遣時間帯
午前7時～午後9時

高齢者・心身障害者( 児)
登録ホームヘルパーの派遣　4 億5358万円

身体上または精神上の障魯があって、日常
生活を送るのに､支瞬がある高齢者の家庭と、
重度の心身瞬害のため独立して日常生活を送
るのに支障のある心身障害者( 児) を抱えて
いる家庭に対し、登録ホームヘルパーを派遣

して、日常生活の援助をしていきます。

派遣時間の拡大　日常生活状況が嚴豊彦の状
態にある世帯に対し、派遣時間の上限を週21
時間から週24時間に引き上げます　派遣時間
帯- 「午前7時～午後7時」であったものを　
「午前7時～午陵9時」まで派遣できるもの
とし ます

乳幼児医療費助成事業 4 億2792万円

乳幼児をもつ家窟に対する支援をさらaこ擔1

実するため、● 一皿 假陦丿
隕を徽飃します。したがって、3 鑞丿豕満の乳
幼児の医療費は無料となります。 対象者一

3 鎭未満の乳幼児を養育している方　対象者

数=17100 人　実施日一平成6 年10月1 日

3 歳 未 満 の

乳幼児の医療費を無 料とします

ホームヘルパーの育成 332万円

今後、ホームヘルプサービスに対する需要
の増加が見込まれるため ホームヘルプサー

ビ ス事業を担うホー
ムヘルパーを早急に
育成する必要があり
ます。そこで、区民
の方を対象に、ホー
ムヘルパー養成講習

を行っていきます。
講習名および定員- 3
級ホームヘルパー
賛威講習120 人/ 2
級ホームヘルパー養
成講習40 人

健康診査の推進 7億6941万円

平成6 年度から、呪人検診等、成人婀関係
の検診を無料にします。さらに、又匣に検診
の必要性をPR するなど、成人病検診体制を
強化することで、成人病予防を推進します。

老人保健施設の整備 2億8800万円

疾病や負傷等でねたきりの状態などにある
高畆恚に対して、リハビリテーション、看護
・介霞を中心とした医療ケアを行う老人保健
施設の民間による整備の促違を行うため、建

設費の 邵を助成します。
千寿の郷( 柳原2- 33- 1) 開設者一医療

法人財団僵和会 定員一入所50 人/ 通所15人
足立ケアセンター( 保木間5- 23- 20)

開設者= 医療法人財団厚生協会 定員一入所92
人/ 通所30人
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くらしの情報

干住本庁舎へのお問い合わせは… …

3882- 1111㈹
干住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ。

福

祉

ひ
と
り
親
家
庭

休
養
ホ
ー
ム

国
民
宿
舎
が
無
料
で
利
用
で
き
ま

す
。

場
所
=
熱
海
、
犬
吠
埼
、
軽
井

沢
な
ど
1
1力
所

対
象
=
母
子
ま
た
は
(

乂
子
家
庭
の
方

宿
泊
料
=
無
料
。
た

だ
し
、
人
陽
税
等
は
自
己
負
担
(
印
度

内
2
泊
ま
で
)

申
込
=
各
施
設
へ
直

接
予
約
(
必
ず
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ

ー
ム
利
用
と
告
げ
て
く
だ
さ
い
)
。予
約

後
、
各
福
祉
事
務
所
ま
た
は
児
璽
助
成

係
の
窓
口
で
、
利
用
劵
を
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
(
母
子
年
金
・
児
斎一
扶
餐
手
当

証
胼
、
児
童
育
成
手
当
支
払
通
知
書
な

ど
、
ひ
と
り
観
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
る
も
の
を
持
参
)

申
・
問
先
=
各

福
祉
事
務
所
(
表
―
)ま
た
は
千
住
水
庁

舎
・
児
童
助
成
係

表1 福祉事務所一覧

映画会

安
心
し
て

老
い
る
た
め
に

あ
い
あ
い
公
哇
で
は
、
区
民
の
皆

さ
ん
に
「
老
い

」に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
映
画
会
を
吁

い
ま
す
。

日
時
=
3
月
2
9日
(
火
)
、

午
後
2
時
か
ら

場
所
り
エ
ル

ーソ
フ

ィ
ア

定
員
=
3
0
0人(
先
袴
順
)

費
用
1

無
料

申
込
a
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
あ
い
あ
い
公
社

(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

宅
配
昼
食
サ
ー

ビ
ス
実
施
地
域

4
月
か
ら
広
が
り
ま
す

あ
い
あ
い
公
社
で
は
、
在
宅
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
宅
配
昼
食
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
4
月
か

ら
千
庄
・
酉
新
井
地
区
に
続
き
、
次
の

地
城
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

地
域
=
左
図
の
と
お
り

日
時
=
月
～
金
曜
日
(
公
社
指
定
の
休

業
日
を
除
く
)
、
午
前
1
0
時～
午
後
1
2
時

3
0分

対
象
=
お
お
む
ね
6
5歳
以
上

で
、
日
中
の
食
事
作
り
に
お
困
り
の
方

費
用
9
1
食
瞋
円
(
利
用
料
金
は
、
利

用
月
の
翌
月
に
郵
便
貯
金
口
座
か
穴

括
し
て
引
き
落
と
し
ま
す
)

※
会
M

制
な
の
で
、
利
用
料
金
の
ほ
か
に
月
会

費
2
0
0円か
必
要
で
す
。
月
会
費
は
、
翌

年
3
月
ま
で
の
分
を
前
払
い
で
い
た
だ

き
ま
す

申
・
問
先
=
あ
い
あ
い
公
社

　
(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

宅配昼食サービス実施地域

み
ど
り

苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

み
ど
り
を
育
て
て

み

ま

せ

ん

か

□
個
人
配
布

日
時
=

表
2

の
と
お
り

対
象
=

区
内

在
住
の
方

種
類
=

甘
が
き
(

高
さ
8
0
m

程
度
)
、
高
士
桜
(
高
さ
圈

″
程
度
)
、

花
桃
(
高
さ
圍

″
程
度
)
、サ
ザ
ン
カ
(
高

さ
9
0
″
程
度
)
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
(
高
さ

闌

″
程
度
)

本
数
E
I

世
帯
I
豕

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
希
望
の
樹
櫟
、
希
望
配
布

会
場
、「
個
人
苗
木
配
布
希
望
」と
明
記
。

返
信
(

ガ
キ
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
郵

便
番
号
を
記
入
(
抽
選
)

□
誕
生
紀
念
樹

日
時
=

表
3

の
と
お
り

対
象
=
平
成
5

年
4

月
以
降
に
生
ま
れ
、
引
き
続
き

区
内
在
住
の
方

種
類
=

桜
(

ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
、
高
さ
9
0
m
程
度
)
、
自
(

ナ
ミ

ズ
キ
(

高
さ
9
0
m
程
度
)
、
か
き
(
高
さ
9
0

″
程
度
)
、
紅
梅
(
高
さ
圖
m

程
度
)
、

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
(
高
さ
6
0
丿
程
度
)
、
月

桂
樹
(
高
さ
6
0
丿程
度
)

本
数
-
1

人
1
本

申
込
=
出
生
届
提
出
時
に
配

布
し
た
所
定
の
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
癶

電
話
番
号
、お
子
さ
ん
の
乙
前
、

生
年
月
日
、希
望
の
樹
稲
を
明
記
面
L

を
添
付
)

□
新
築
記
念
樹

日
時
=
表
3
の
と
お
り

対
象
=
2
0
0
『
が

以
上
の
取
地
に
、
新
築
ま
た
は
増
改
築

を
し
て
、緑
化
計
画
書
を
提
出
し
た
方
、

ま
た
は
緑
化
指
4
を
受
け
た
方

種
類
u

桜
(
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
高
さ
9
0
m程

度
)

本
数
=
I
人
2
木

申
込
‥
緑

化
係
が
配
布
し
た
(
ガ
キ
で
郵
送

―

い
ず
れ
も
I
'

期
限
‥
n
4月
H
日
必
答

申
・
問
先
り

水
と
緑
の
公
社

〒
1
2
0綾瀬
2
3
0

6

　
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

苗
木
配
付
会
場

表2 個人苗木配布

夸いずれも正午～午後3時

表3 新築・誕生記念樹配布

今いずれも正午～午後3時

生
活
環
境

都
市
計
画
を

縦
覧
し
ま
す

区
で
は
、
次
の
都
市
計
圃
を
変
更
し

ま
し
た
。

▽
東
京
都
市
計
固
公
園
の

変
更
(
都
市
計
画
公
園
足
立
第
2
・
2
・
4

号
関
屋
公
園
丁

区
域

千
庄
関
屋

町
地
内

▽
東
京
都
市
計
画
緑
地
の
変

更
紜
市
計
圃
緑
地
第
5
0吁
関
屋
緑
地
)

…
区
域
=
千
庄
関
屋
町
・
千
庄
曙
町
各

地
内

縦
覧
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・

都
市
計
画
係教

育

補
助
金
を
支
給
し
ま
す

外
国
人
学
校
の

児
童
・
生
徒
の

保
護
者
の
方
へ

外
国
人
学
校
へ
児
童
・
生
徒
を
通
学

さ
せ
て
い
る
保
護
者
の
方
に
、
学
資
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
平
成
5
年
度

浚
期
分
(
1
0月
～
3
月
)の
補
助
金
を
支

給
し
ま
す
。

申
請
r
区
内
の
外
国
人

学
校
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
は
、
学
校
か
ら
の
指
示
に
従
っ
て
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
K
外
の
外
国

人
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
は
、
千
住
本
庁
舎
・
私
学
振
興
担

芍
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
)

※
申
請
に

は
、
在
研
証
明
蹲
(
区
所
定
の
も
の
)
、

保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳
虻
便
局
は

除
く
)
、印
か
ん
が
必
要
で
す

申
・
問

先
p
千
住
本
庁
舎
・
総
務
課
私
学
振
興

年

金

4
月
か
ら

保
険
料
が
改
定

に
な
り
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、4
月
か
ら

月
額
1
万
1
千
圜
円
に
な
り
ま
す
(
付

加
保
険
料
は
、
従
来
ど
お
り
月
額
椢

円
)
。年
金
願
は
生
活
の
安
定
に
役
立
つ

よ
う
、年
々
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
保
険
料
も
適
切
な
時
期
に
、

段
鵈
的
に
改
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
国
民
年
金
制
度
の
健
全
な
発
展
の

た
め
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
保
険
料
を
1
年
分
ま
と
め
て
前
納

し
ま
す
と
1
2万
9
千
9
9
0円に
な
り
、3

千
2
1
0円安
く
な
り
ま
す
。

問
先
9
中

央
本
町
庁
舎
・
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

第
3
号
手
続
き

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
で
、
夫
が
厚
生

年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
て
、
そ
の
扶

竇
と
な
っ
て
い
る
2
0歳
以
上
6
0歳
未
満

の
力
は
、
国
民
年
金
第
3
吁
被
保
険
者

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
第
3
号

被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
夫
が
加
入
し

て
い
る
年
金
制
度
で
負
担
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
の
で
自
分
で
保
険
料
を

納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
区
役
所

に
あ
る
届
け
肅
に
、
夫
の
勤
め
先
で
証

明
を
受
け
、届
け
出
て
く
だ
さ
い
。夫
の

就
職
・
退
職
、
そ
れ
に
離
婚
な
ど
で
も

国
民
年
金
の
極
別
が
竃
わ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
そ
の
つ
ど
、
手
続
き
が
必
要

で
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
適

用
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

6
0歳
説
明
会

日
時
り
3
月
2
2
日
(
火
)
、午
前
1
0
時
と

午
陂
2
時
の
2
回
(
受
け
付
け
は
、開

始
3
0
分
前
か
ら
)
場
所
=
千
住
本
庁

舎
7
階
会
議
室
対
象
=
昭
和
9
年
1

月
2
日
～
5
月
1
日
生
ま
れ
の
方
(
対

象
者
に
は
別
に
通
知
)

内
容
=
年
金

制
度
の
し
く
み
と
受
給
手
続
き
の
説
明

お
よ
び
個
人
相
砺
受
付
順
)

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

住宅の修繕等を
お考えの方へ

住
ま
い
の
増
改
築
、
修
繕
な
ど
を
お
考
え
の

方
に
、
区
が
窓
口
と
な
り
、
足
立
区
住
宅
相
談

セ
ン
タ
土
区
内
建
築
業
者
の
逓
白
団
烋
へ
施

工
業
者
の
あ
っ
せ
ん
を
依
。頼し
ま
す
。
屋
根
・

塀
の
修
理
、
県
の
塗
り
阿
え
、
浴
室
や
白
所
の

改
修
増
改
築
な
ど
の
ほ
か
、
家
M
の
簡
単
な
修

礁
も
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
り
電
話

申
・
問
先
=
千
住
本
7
舎
・
区

民
相
談
室

　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

有料広告を募集します
「リブ・イン( わたしの便利帳) 」

区
で
は
-
1
1
リ
フ
・
イ
ン
(
わ
た
し
の

便
利
帳
)
」を
1
年
お
き
に
発
行
し
、
区

内
の
全
世
帯
に
配
付
し
て
い
ま
す
。

リ
ブ
ー
イ
ン
は
、
暮
ら
し
に
必
要
な

区
役
所
で
の
手
続
き
な
ど
、
役
立
つ
愽

報
を
尚
气
9

月
L
句
の
発
行
丿
定
で

す
土
の
巾
に
、企
業
な
ど
の
広
告
を
有

料
で
掲
載
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
広
告
掲
載
基
準

∵
掲
載
ペ
ー
ジ
…
表
2
・
3
・
4
(
資

衣
紙
)
お
よ
び
木
文
中
の
指
定
ベ
ー

ジ
。
希
望
の
ペ
ー
ジ
が
重
複
し
た
場

台
は
調
整
の
う
え
掲
載

T
な
誌
サ
イ
ズ
・
:
A
4版
、
木
文
Ⅲ
へ

I
ジ
(
予
定
)

▽
規
格
、
掲
載
料
・・・上
表
の
と
お
り

▽
希
望
の
方
に
は
、
実
費
で
版
下
を
作

成
し
ま
す

※
2
色
は
本
文
と
罔
両

色
は
淞
定
で

す
□
掲
載
で
き
な
い
も
の

∵
リ
ブ
ー
イ
ン
の
公
共
性
、
そ
の
品
に

を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

∵
風
俗
営
業
等
の
規
制
お
よ
び
業
務
の

適
正
化
等
に
闃
す
る
法
律
第
2
条
に

掲
げ
る
営
業
に
該
当
す
る
も
の

▽
政
治
活
動
、宗
教
活
動
、意
見
広
告
、

個
人
宣
已
に
か
か
わ
る
も
の

∵
そ
の
他
リ
ブ
ー
イ
ン
に
掲
敢
す
る
広

告
と
し
て
妥
当
で
な
い
も
の

発
行
予
定
部
数
p
2
8
万
部
申
や
I
広

報
課
所
竃
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え

郵
送
ま
た
は
直
接
窓
口
へ
期
限
い
‥
3

月
3
1
日
消
印
有
効
申
・
問
先
り
千
住

本
庁
舎
・
報
課
〒
1
2
0
千
什
1
-
4
-
-

1
8
　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

掲載広告の規格・掲載料
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募

集

都
指
定
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
習
3
級
課
程

日
時
等
=
表
4
の
と
お
り

対
象
=
講

習
期
間
中
、
全
日
を
通
し
て
受
講
で
き

る
区
民
の
方

定
員
9
3
0人
(
抽
選
)
S

用
=
無
料

申
込
=
電
話

期
限
=
3

月
H
日

塲
・
申
・
問
先
=
あ
い
あ

い
公
社

　
(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

表4 ホームヘル パー3 級課程養成講習日程

実習日を除きいずれも場所は、あいあい公社。ただし、4月14日は
植田センター。※ 実習は、どちらか1 日を選択

千
寿
桜
小
学
校

地
域
開
放
施
設

パ
ー
ト
職
員

対
象
ル
心
歳
位
ま
で
の
方

内
容
=
受

け
付
け
業
務
な
ど

勤
務
時
間
=
午
前
8

時
3
0分
I
午
後
2
時
3
0分
、
ま
た
は

午
後
3
時
4
0分
I
午
後
9
時
4
0分

一

用
予
定
=
4
月
末
日
以
降

申
・
問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
教
職
員
係

手
話
奉
仕
員

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
聴
覚
障
害

者
に
対
す
る
理
解
が
あ
り
、
手
話
通
訳

活
動
に
熱
意
を
も
っ
て
参
加
で
き
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
=
4
月
1

日
現
在
1
8歳
以
上
で
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
/
手
話
学
習
も
し
く
は

活
動
歴
が
お
お
む
ね
3
年
以
上
あ
る
方

選
考
日
1
3
月
2
0日

選
考
場
所
―
竹

の
塚
障
魯
福
祉
館
(
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

内
)

選
考
科
目
―
手
話
表
現
・
読
み

取
り
、
筆
記
(
基
礎
知
識
)
、面
接

申

込
=
電
話
で
申
込
書
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い

期
限
1
3
月
1
5日

申
・
問
先
=

社
会
福
祉
協
議
会

(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

国

保

該
当
す
る
方
は

切
り
替
え
を

退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
次
に
あ

て
は
ま
る
方
は
、
退
職
者
医
療
制
度
に

該
当
し
ま
す
両

院
等
に
か
か
る
場
合
、

一
般
加
入
者
が
自
己
負
担
金
3
割
に
対

し
て
、表
5
の
と
お
り
安
く
な
り
ま
す
。

対
象
=
厚
生
年
金
、共
済
年
金
な
ど
　

(
国
民
年
金
は
除
く
)
を
受
給
し
て
い

る
7
0
歳
未
満
の
方
お
よ
び
そ
の
扶
養
家

族
の
方
で
、次
の
要
件
を
満
た
す
方
…

年
金
加
入
期
間
が
2
0
年
以
上
の
力
ま
た

は
4
0
歳
以
降
に
1
0
年
以
上
あ
る
方
で
、

自
分
で
掛
け
金
を
納
め
て
い
た
方
※
(

福
)
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
も
、該
当
す

る
場
合
は
切
り
替
え
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い

申
込
9
年
金
証
紺
ま
た
は

年
金
裁
定
通
知
厩
、国
民
健
康
保
険
証
、

印
か
ん
を
窓
口
に
持
参
。
年
金
証
琳
ま

た
は
年
金
裁
定
通
知
鏘
が
届
い
た
ら
、1
4

日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

申
先
=
各
区
民
事
務
所
ま
た
は
国
民
健

康
保
険
課

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・

資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
-
3
1

表5 退職者医療制度一郡負担金割合

※ 保険料は変わりません

就
職
・
退
職
し
た
ら

手
続
き
を

□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
社
等
に
就
職
し
て
新
た
に
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ
の

扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は
、
国
民
健
康

保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

会
社
等
か
ら
困
民
健
康
保
険
課
に
は
阿

も
連
絡
が
な
い
た
め
、
手
続
き
を
し
な

い
と
。
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
ま
ま

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
必
ず
や
め
る

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
動
務
先
の

健
康
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険
証
、
届

出
人
の
印
か
ん
を
窓
口
に
持
参
)
。

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
等
を
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
方
や
そ
の
扶
養
家
族
の

方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手

続
き
が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ
た

塲
合
で
も
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日

か
ら
さ
か
の
ほ
っ
て
か
か
り
ま
す
が
、

医
僚
給
付
(
保
険
診
療
扱
い
)
は
原
則
と

し
て
さ
か
の
ぼ
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
り

申
込
9

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書

(資
格
喪
失
証
明
書
、
離
職
票
、
退
職

証
明
甫
な
ど
、
や
め
た
月
日
が
確
認
で

き
る
も
の
)
、届
出
人
の
印
か
ん
、届
出

人
の
住
所
、
氏
名
が
確
認
で
き
る
も
の

(運
転
免
許
証
、
公
共
料
金
の
領
収
蹲

等
。た
だ
し
、代
理
人
の
塲
合
は
不
要
)
/

家
族
が
す
で
に
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
世
帯
は
、
国
民
健
康
保
険

証
/
7
0歳
未
満
の
方
で
、
厚
生
年
金
、

共
済
年
金
(
国
民
年
金
を
除
く
)
の
受
給

者
は
、
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
裁
定
通

知
書
を
窓
口
に
持
参

※
届
出
人
が
代

理
人
(
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
以
外

の
方
)
の
場
合
や
、
住
所
・
氏
名
が
確

認
で
き
な
い
と
き
は
、
保
険
証
は
後
日

郵
送
と
な
り
ま
す
。い
ず
れ
も
、
変
更

後
1
4日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い

申
込
=
各
区
民
事
務
所
ま
た
は
国

民
健
康
保
険
課

問
先
a
中
央
本
町
7

舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

綾瀬警察署が
移 転し ました

綾瀬警察署は、庁舎建て替えのた
め2 月21日から仮庁舎に移転しまし
た。 移転先- 〒121北加平町18- 11

　3620- 0110
綾瀬警察署仮庁舎周辺案内図

掲
示
板

□
確
定
申
告
は
お
早
め
に
(
3
月
1
5

日
ま
で
)

▽
3
月
は
。
受
け
付
け

窓
口
が
非
常
に
込
み
合
い
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
申
で
の
ご
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
く
だ
さ

い

。
税
理
士
は
税
理
士
バ
ッ
ジ
を
箚

け
て
い
ま
す
。

A
足
立
・
西
新
井
税
務
署
、
東
京
税

理
士
会
足
立
・
西
新
井
支
部
Y

□
下
町
河
川
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(

1
)
3
月
1
2
日
(
2
)
1
3
日
/
(
1
)
産
業
振
興

館
・
:
講
演
。シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、懇
親

会
(
2
)
船
上
観
察
会
(
荒
川
、隅
田
川
)

/
(
1
)
千
円
(
懇
観
会
参
加
者
は
3
千

円
)
(
2
)
2
千
円
(
中
学
生
以
下
半
額
)

/
大
滝

　
(
3
8
8
6
)
7
0
4
9

野
村

　
(
3
8
9
1
)
4
5
5
1

□
都
立
荒
川
産
院
の
休
止
に
つ
い
て

施
設
改
修
工
事
の
た
め
、1
2月
末
日

で
全
面
休
止
し
ま
す
(
H
月
以
降
出

産
予
定
の
方
の
分
べ
ん
予
約
を
停
止

し
ま
す
)
。休
止
中
は
、地
域
医
療
機

関
の
協
力
を
お
願
い
す
る
ほ
か
、
他

の
都
立
病
院
で
も
対
応
し
ま
す
。
な

お
改
修
後
は
都
保
健
医
療
公
社
に
移

管
し
、
産
科
医
療
を
中
心
と
し
た
診
9

を
再
開
す
る
予
定
で
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。/
都

・
衛
生
局
病
院
事
業
部
経
営
企
画
室

　
(
5
3
2
0
)
4
5
2
4

□
5
街
道
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
I
ク
-洌
4

月
2
日
玉
)
、奥
州
・
日
光
街
道
、

大
山
道
、
中
山
道
、
甲
州
衝
道
、
東

海
道
の
5
コ
ー
ス
/
往
復
(
ガ
キ
に

庄
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

人
数
、
希
望
コ
ー
ス
(
第
2
希
望
ま

で
)
を
明
記
/
日
本
歩
け
歩
け
協
会
5

街
道
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
狷
係

〒
1
0
1千代
田
区
神
田
小
川
町
I
-
1
0

保
坂
ビ
ル
2
F

(
3
2
5
1
)
6
7
0
7

道
路

交
通

環

境

整
備

月
間

道
路
は
み
ん
な
の
も
の

3
月
は
「
道
路
交
通
環
境
整
備
月
間
」

で
す
。
だ
れ
も
が
安
全
に
通
れ
る
道
路

に
す
る
た
め
に
、
利
用
者
で
あ
る
皆
さ

ん
に
マ
ナ
ー
や
道
路
の
大
切
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
行
い
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

明
る
く
安
全
な
道

お
子
さ
ん
連
れ

の
方
や
高
齢
者
の

皆
さ
ん
、
歩
行
中

に
一
あ

ぶ
な
い
な

あ
」「
歩
き
に
く
い

な
あ
」
な
ど
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
こ
ん
な
思
い
を
し
な
く
て
も

す
む
道
路
に
す
る
た
め
に
、
区
や
警
察

署
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道

路
や
舗
道
の
整
備

▽
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
、
街
路
灯
等
の
交
通
安
全
施
設
の
整

備

フ
道
路
の
補
修
や
洒
掃
等
の
維
持

管
理美

し
い
道
路
へ

気
持
ち
よ
く
通
れ
る
道
路
に
す
る
た

め
、
次
の
よ
う
な
こ
と
は
、
や
め
て
く

だ
さ
い
。
V

自
動
販
売
機
や
商
品
を

匱
く

▽
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
口

転
車
等
の
車
寉
が
わ
り
に
使
っ
た
り
、

放
置
駐
車
す
る

▽
ご
み
や
土
砂
等
の

投
げ
捨
て

▽
無
断
で
道
路
を
作
業
場

に
し
た
り
、
材
料
置
場
に
す
る

▽
無

断
で
看
板
や
日
よ
け
テ
ン
ト
等
を
迺
路

に
は
み
出
し
て
置
い
た
り
、
取
り
付
け

る

正
し
く
使
お
う

も
っ
と
住
み
や
す
い
ま
ち
に
す
る
た

め
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
道
路
に
関

心
を
持
っ
て
使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

足
立
区
と
区
内
警
察
署
は
毎
日
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
っ
て
、
正
し
い
利
用
方
法
に

つ
い
て
指
4
を
し
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
、
住
み
よ
い
足

立
に
し
ま
し
ょ

う
。

問
先
=
中

央
木
町
庁
舎
・
監

察
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
7
9

▽
千
住
警
察
署

(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

▽
西
新
井
警
察
署

(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

▽
綾
瀬
警
察
署

(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
り

☆
第
2

回
春
風
ふ
く
ふ
く
祭
り
(

楓
作

業
所
・
足
立
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

シ
ス
テ

ム
)
3

月
1
9一
日
王
)

、
午
前
1
0
時
I

午
後
2

時
/

綾
瀬
障
害
福
祉
施
設
(
東

部
福
祉
事
務
所
内
)
/

作
業
公
開
、
作

品
展
示

、
バ
ザ
ー

、
模
縦
店
な
ど
/

バ

ザ
ー
用
品
も
募
集
/

楓
作
業
所

(
3
6
0
5
)
6
7
5
1

☆
春
休
み
親
子
た
の
し
み
教
室
3

月
2
6

日
I
4

月
2

日

、
竹
の
塚
障
害
福
祉

館
(
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
内
)
/

陶
芸
教

室
、
和
紙
工
芸
教
室
/

い
ず
れ
も
親
子

で
5
0
0円
/
3

月
6

日
1
1
3
日
に
電
話
(

午
後
5

時
以
降
厂

山
口

(
3
8
8
5

丁
2
7
2

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
3

月
6

日
(

日
)
、
午
前
9

時
3
0
分
I

午
浚
4

時
3
0

分
(

雨
天
の
場
合
1
3
日
)
/

北
鹿
浜
公

園
ノ
リ
サ
イ
ク
ル
ホ
エ
ー
ル

石
井

　
(
3
8
5
3
)
4
0
7
6

☆
映
画
と
講
演
の
集
い
3
月
1
2
日

(
占
、午
後
2
時
～
5
時
、6
時
～
9

時
の
2
回
/
産
業
振
興
館
/
映
画
『
獄

中
の
生
』
上
映
/
講
師
9
免
田
栄
氏
/

大
人
千
円
、
小
・
中
・
高
生
潺
円
/
尾

形

　
(
3
8
9
9
T
8
7
1

☆
一
輪
車
競
技
発
表
会
3

月
2
7日
(

日
)
、
午
前
9
時
か
ら
/
梅
田
セ
ン
タ

ー
/
無
料
/
初
心
者
歓
迎
/
若
江

3
8
8
1
)
5
9
8
8

=
募

集
=

☆
紙
粘
土
人
形
(
ド
ー
ル
の
会
)

肓

月
第
1
・
3
水
曜
日
、
午
前
1
0時
～
正

午
/
西
人
セ
ン
タ
ー
/
月
額
2
千
円
/

阿
部

(
3
8
5
7
)
2
8
2
2

豊
田

八
3
8
8
3
)
7
0
0
5

☆
油
絵
教
室
(
水
曜
会
)
毎
月
第
2

水
曜
日
、午
後
1
時
～
5
時
/
東
和
セ

ン
タ
ー
/
月
額
2
千
5
0
0円/
鈴
木

　
(
3
6
0
6
)
8
6
5
1

☆
ヨ
ー
ガ
(
チ
ャ
ク
ラ
)
毎
週
金
曜

日
、午
前
1
0
時
～
正
午
/
鹿
浜
セ
ン
タ

ー
/
入
会
金
千
円
、
月
額
千
瞋
円
/
初

心
者
歓
迎
/
加
藤

ゝ
3
8
9
7
)
0
0
5
9

☆
油
絵
教
室
(
ひ
ま
わ
り
会
)
毎
月

第
1
・
2
月
曜
日
、T
後
7
時
～
9
時

/
梅
田
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
2
千
円
、

月
額
2
千
3
0
0円/
大
曽
根

(
3
8
8
7
)
8
7
4
1

☆
パ
ス
テ
ル
画
(
虹
の
会
)
毎
週
火

曜
日
、午
後
1
時
～
3
時
/
中
央
本
町

セ
ン
タ
ー
/
月
額
2
千
海
円
/
初
心
者

歓
迎
/
4
月
6
日
～
H
日
、
絵
画
展
開

催
:
虐
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
/
上
原

(
3
8
8
7
)
5
0
2
3

☆
石
州
流
茶
道
教
室
毎
月
第
1
・
3

月
曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/
伊
興
セ

ン
タ
ー
/
入
会
金
千
円
、月
額
3
千
円

/
杉
山
　
(
3
8
9
6
)
5
8
9
2

☆
女
声
合
唱
(
コ
ー
ル
い
ず
み
)

月
4

回
金
臓
日
、
午
前
1
0時
～
正
午
/
青

年
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
円
/
古
田

(
3
6
0
5
)
2
9
3
8

☆
六
月
健
康
体
操
ク
ラ
ブ
(
ス
ト
レ
ッ

チ
)
毎
週
水
曜
日
、午
後
7
時
～
8

時
3
0分
/
六
月
中
学
校
/
入
会
金
迦

円
、
月
額
2
千
円
/
川
辺

八
3
8
5
0
)
5
5
1
0

☆
牛
ル
ト
フ
レ
ン
ド
(
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
)

毎
月
第
2
・
4
金
曜
日
、
午
後
2
時
～
4

時
/
保
塚
セ
ン
タ
ー
/
月
額
2
千
円
/

青
木

　
(
3
8
8
4
)
2
0
9
5
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リ
サ
イ
ク
ル
に

関
心
の
あ
る
方
を

募
集
し
ま
す

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
員
第
2
期
生

リ
サ
イ
ク
ル
を
全

区
的
に
推
進
す
る
た

め
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

啓
発
活
動
を
し
て
い

た
だ
く
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
員
第
2
期
生
を

募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

内
容
=
▽
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
貝
会
議
へ
の

出
席
(
平
日
、月
I
回
程
度
)

▽
区
主

催
の
リ
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
の
企
圃
・

実
施
に
参
加

▽
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す

る
啓
発
活
動
(
イ
ベ
ン
ト
時
の
リ
サ
イ

ク
ル
P
R

、
情
報
紙
の
作
成
な
ど
)

▽
そ
の
他
区
が
推
進
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
へ
の
協
力
任
期
a
4
月
～
平
成

8
年
3
月

対
象
=
区
内
在
住
・
在
動

の
方
で
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
心
と
協
力
の

意
思
の
あ
る
方

定
員
=
約
3
0人

応

募
a
(
ガ
キ
に
庄
所
、氏
名
、年
齢
、職

業
、電
話
番
号
、リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る

考
え
を
記
入

期
限
=
3
月
2
2日
必
着

申
・
問
先
1
中
央
木
町
庁
舎
・
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
係

〒
1
2
0中央
本
町
1
1
1
7
　
1

　
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

「R のお店」はこの看板が目印

リ
サ
イ
ク
ル
探
検
隊

「
あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」5

月
号
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
特

集
し
ま
す
。
こ
の
号
で
は
、
区
民
の
方

に
リ
サ
イ
ク
ル
探
検
隊
」
に
な
っ
て
い

た
だ
き
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
町
の

話
題
を
探
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店

『
R
の
お
店

』

を
レ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

お
得
な
情
報
や
身
近
な
知
恵
を
見
つ
け

た
り
・・・
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
の

「
リ
サ

イ
ク
ル

」
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

申
込
=
(

ガ
キ
ま
た
は
封
書
に
住
所

、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
一号
。

「
私
の
お
ス
ス
メ
す
る
R
の

お
店
」、ま
た
は
「
わ
が
家
の

リ
サ
イ
ク
ル
m
憖

に
つ
い

て
簡
単
に
お
書
き
く
だ
さ
い

期
限
=
3
月
1
5日
必
者

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・

広
報
課
〒
1
2
0
千
住
1
-
-
4

-
1
8

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

捨てればゴミ 生かせば資源

情報コ ーナー
世帯と人口( 6 年2 月1 日現在)
世 帯258, 077
人 口643, 457 人

男327, 021 人
女316, 436 人

『ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

』

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念

講
演
会

科学と文化・芸
術の拠点、ギャラクシティ ・足立
区こども科学館・西新井文化ホ ー
ル) のオープンを記念して、秋山

豊寛さん! 一写真、日本人朷宇宙
飛行土) に、宇宙、自然、人類の
かかわり昌いを、科学技術と環境
の面からわかりやすくお話してい
ただきます、日時- 3月3( ) 月
・水) 、午餃2時～4時場所ギ
ャラクシテ ィ・ホ ール 対象一区
内在日モの小・中学生と引率者 定
員=900 人( 先肴丿郭 費用一無料
申込一什復ハガキに住所、氏名、
学校名、年齢、電話番号、希望人
数を明記 期限- 3 月15凵必着
申・問先一文化施設建設室( ギ ャ
ラクシティ内・! 〒123栗原1- 3- 1

　5242- 8161

第
4
7回
都
民
体
育
大
会

足
立
区
予
選
会

□ バ ド・ミ ン トン大 会

日時 一一一3 月27 冂( 日) 、午 前9 時
場 所 一 月:北 セン ター ほ か 種 目- )

リj孑 ダブ ル ス… 1 部( オ ー

プ ン フ リ ー・)。|回1い 中 ・ 上級 酋

ク ラ ス 、、Ⅲ部l‘ 初 級 名ク ラ ス)
ン 攵フ ダブ ルス‥・1 部f オー プ

ンフ リ ー ヘ11 部( 中 ・ 上級 者 ク
ラ スJ 、 Ⅲ部( 初 級 者ク ラ ス)

参加 資 格 一¬区 内 在住 ・ 在 勤の 方

参 加 費- i *a1, 600 円 申 込==
指定 の 申込 肖 に必 要 事 項を 記 人

し 参 加 費を 添 え て 期 限- 3 月17
日 申 ・問 先 ニニ=ツバ メ ヤ スポ

ー ツ店 〒12( j 千3 ―19
3888 一一一8331

□ ソフ ト ボ ール 大会

日 程 。1 月3 ・10 ・17 ・2j 1日(

予 備 日5 川| ・8 日) j 濕y斫一

缸: j t j爬梟i j也ク'ラン ドA ・Bmj
参力{ }資 格 一LK 内 在住 ・ 在勤 の18

歳 以 上 の 方{ 学 生 を 除くj 参加

費- 1 チ ー ム8, 000 円 申 込 一
電 話 期 限- 3 月10 日 ※ キ ャ

プ テ ン 会 議は3 月27 日 、 午 前1( )

時 、 スイ ムス ポ ー ツセ ンタ ー

申・問先- ソフトポール連盟事栲
局・仇モ々 木 　3897- 0760

□ クレー射撃大会
日時- 3月27凵卍) 、午前9時～
午 後4 時 塲 所 一 栃木 県総 合射

撃 場 種目 コ ト ラ ッブ 、 ス キー
ト の 爬 参加 淌 格 一区 内 在住 ・

在勤 で 散弾 銃 所持 の方 ・鉄 砲所

持 許 可 証 、火 薬 匐讓 受 許 可 証を

必 ず持 参丿 参加 費- 3, { xx} 町申

込 一電a舌3 月24 日
申 ・問 先- ク レ ー射 撃 連 盟 ・占
田 宏 　38887831

□ ソフ ト テ ース 大会

日時- ・1月3 凵 ・日j 、午 前9 時{
予備 口10UJ 場所 一 紀 合 スポ

ー ツセ ン ター 種目- D 男 子…

一 般 、 成年 、 壮 年 の部 レ 女了

・・・一 般 、成 年 、 壮 年の 郡 参 加

資 格 一 区 内在 住 、 在勤お よび 連
蜀 加 入 者 参 加 費- l チ ー ムl , 5: x

】円 【高 校 生は1 チ ーム 】, c員xj
円} 申 込== 住 所 、氏 名 、電 話

番 号、参 加 種目 、年 齢を 明 記 し、
参加 費 を添 え 現 金 肅留 で 郵送

期 限- 3 月2211 必 着 申 ・問 先-
ソフ ト テニ ス 礫 製事 務 局 ・鹿

角 正 昭 〒 】21】千 佳 鴾 町28- 2

3888―3706

足 立 ジ ュ ニ ア 吹 奏 楽 団 定 期 演 奏 会

聞員が気持ちを一つにして澄ん
だ音色を響かせます。皆さんお 誘
い 角わせのうえ、ご 采場ください。

日時- 3 月13日 旧) 、午後2 時
開演 場所一五反野小学校体育
館 費用一無料 曲目- ウェイ
ルズの歌、ト ゥレイルズ オブ
グローリー、オラは 人気もの

ほか 申込一当日直接会場へ 問
先一千 庄本庁舎・文化振興係
3882―1111( Hこ)

女と男のフリースペ ース

95年北京に向けて
世界女性会議と私たち

日時- 3月18日( 金) 、午後6時30
分～8時30分対象一区内在住・
在勤・在学の方 内容=1985 年の
ナイロビでの世界女性会議から10
年が過ぎようとしています。この

間、女性問題、男女平等をめぐる
状況はどう変化してきているので
し ょうか。それを 倹証する会轟が
来年北京で開催されます。アジア
女性会議のコーディネーターの船
橋邦子さんをゲストに招き、北京
会議と私たちとの関わりを一緒に
考えます。 定員- 30 人( 先着順)
費用一無 料 申・問先二女性総白
センター 　3880 ―5222

あなたの相談室 問合せ先 足立区役所千住本庁舎・1 階区民相談室

所 在 地 千 住1- 4- 18 　3882- 1111㈹
困ったことや心配なことがあり ましたら、お気軽にご利用く ださい( 無料・秘密厳守)

青年センタ ーの催 し
子育てサロ ン

日時- 3月16日( 水) 、午前10時～
止午 内容一子育てについて若い
お母さんどうし で自由におしゃべ
りするサロンです。ボランテ ィア
のお母さん方による、絵木などの

お話し 会もあり ます 費用一無料
申込一当日直接会場へ ※ お 子さ
んの保育も行っていますので、お
問い自わせください。

「あだち日曜教室」
受 講 生 募 集

|淬当のある若い 人を 対象に「あ
たち日曜教室」を開催します。
日程- 4月10日～7£F3月12日

c原則として毎月第2日曜日、令
12回) 、午前9畤洳分～午限1時
対象 一区内の 養護学校等を 卒業
し、学ぶ機会を求めている酉年劣
女( 1 人で参加できる方) 内容-
り コース学習・・・スポーツ、調理、I
こ芸、工作、写真・ビデオ、n 楽、
吸人> 全休学剳・・・ピクニック、
宿泊学習、文字学 習、スポーツ 人
会、もちつき大会など 費用一教
材費として年間4, 0( x1円(ヒ

、
クニ ッ

ク、宿泊学習は別途実費負1印
申込==電話( 申込用紙をお送りし
ます) または直接窓口へ

一一一一一 一いずれも 一
場・申 一問先一青年センター
3H謨j - { l } 61

3 月の安売デー
り 青果物… 3 月16日( 水3、黄緑の
ノボリのあ るお 店>3 月18日

(金) 、青い ノボリのあるお 店 主
催一東京都鵆吸物商業協同 組白 丁・
住・西新井・稜瀬支部、関東水唯
物商業協同 紕劭四新井・千庄を部
後援一咀 罔ぺ
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